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表
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写
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一
般
募
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だ
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い
。
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祝
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豊
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日
撮
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加
藤
甲
子
雄（
東
曙
町
）
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平成 28年度決算

　

９
月
定
例
会
は
、８
月
25
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
の
28
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
始
め
と
し
た
12
議
案
の
ほ
か
、28
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
16
件
、

同
意
３
件
、報
告
７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、請
願
２
件
、意
見
書
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、18
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

歳入総額
653.6億円

歳出総額
623.0億円

教育費
49.1億円
7.9%

公債費
53.4億円
8.6%

商工費
16.4億円
2.6%

自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
15.0億円
2.3%

使用料など
62.4億円
9.5%

交付金・譲与税
46.3億円
7.1%

その他
11.1億円
1.8%

諸支出金
17.2億円
2.7%

諸収入
25.3億円
3.9%

59.5%

40.5%40.5%

一般会計の決算額

市税
286.3億円
43.8%

地方交付税
56.1億円
8.6%

地方交付税
56.1億円
8.6%

国・県支出金
127.1億円
19.4%

市債
35.1億円
5.4%

総務費
79.4億円
12.7%

総務費
79.4億円
12.7%

民生費
240.9億円
38.7%

土木費
62.1億円
10.0%

土木費
62.1億円
10.0%

消防費
21.8億円
3.5%

消防費
21.8億円
3.5%

歳出 歳入

衛生費
71.6億円
11.5%

平成２9 年
９月定例会

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
総
括
質
疑

決
算
認
識
を
問
う

決
算
特
別
委
員
会

【
問
】
市
政
全
般
に
お
け

る
決
算
の
認
識
は
。

【
答
】
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の

重
点
施
策
で
は
、
子
育
て

支
援
と
し
て
、
産
前
・
産

後
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
実
施

や
保
育
施
設
の
３
歳
未
満

児
の
受
け
入
れ
拡
大
を
行

っ
た
。
安
全
安
心
で
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

防
災
セ
ン
タ
ー
の
基
本
計

画
策
定
、
平
和
公
園
︵
仮

称
︶
の
整
備
を
行
っ
た
。

ま
た
、
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
一
般

就
労
が
困
難
な
方
を
対
象

と
し
た
就
労
準
備
支
援
事

業
を
開
始
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
包

括
ケ
ア
モ
デ
ル
事
業
を
推

進
し
た
。
ま
た
、
無
駄
の

な
い
行
政
と
し
て
、
公
共

施
設
再
編
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
事
業
と
な
る
小
坂
井
地

区
の
公
共
施
設
再
編
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
市
民

の
声
を
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
経
常
収
支
比
率
が

上
昇
し
た
要
因
は
。

【
答
】
歳
入
の
地
方
消
費

税
交
付
金
の
減
少
、
普
通

①

②

平成28年度一般平成28年度一般 会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

　

行
政
改
革
や
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
の
抑

制
な
ど
で
貯
め
た
基
金
は
、
市
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
た
め
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
な
ど
に

よ
り
、
御
津
地
区
の
児
童
館
３
館
の
廃
止
、

投
票
所
の
削
減
の
方
針
な
ど
が
出
さ
れ
た

が
、
高
齢
化
な
ど
の
社
会
変
化
の
中
、
住
民

生
活
に
必
要
な
施
設
を
確
保
、
整
備
す
る
こ

と
こ
そ
求
め
ら
れ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

28
年
度
決
算
は
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た

が
、
増
大
す
る
社
会
保
障
関
係
費
へ
の
対
応
や

大
型
普
通
建
設
事
業
の
実
施
、
地
元
要
望
や
経

済
対
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
対
応
し
た
結
果
で

あ
り
、
住
み
よ
さ
第
一
の
豊
川
市
に
向
け
た
施

策
が
展
開
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
主
な
財
政
指
標
に
つ
い
て
も
改
善
す

る
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
資
す
る
決
算
で

あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成

平成 28年度決算

市債（借金）の５年間の推移

基金（貯金）の５年間の推移

600.0

500.0

400.0

300.0

200.0

100.0

0.0

（億円）

（億円）

27年度

491.1491.1

一般会計

177.3177.3
239.8239.8

28年度

163.7163.7
237.2237.2

475.8475.8

561.6561.6 534.8534.8 513.5513.5

24年度

197.4197.4
262.5262.5

25年度

193.4193.4
253.8253.8

26年度

185.7185.7
246.0246.0

特別会計 企業会計

一般会計 特別会計 企業会計

180.0

160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
27年度

18.418.4

150.7150.7

20.220.2 20.020.0

161.9161.9

20.720.7

108.8108.8

19.019.0

122.1122.1

17.917.9

132.7132.7

28年度24年度 25年度 26年度

※28年4月1日病院事業基金を設置

※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
の
削
減
に
反
対
！

市
民
要
望
や
課
題
に
対
応
し

て
お
り
賛
成
！

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え

の
優
遇
措
置
の
縮
減
の
影

響
が
大
き
い
。
ま
た
歳
出

で
は
扶
助
費
の
増
加
、
市

民
病
院
の
元
金
償
還
の
開

始
な
ど
に
よ
る
補
助
費
等

の
増
に
よ
る
。

【
問
】
社
会
保
障
費
の
増

大
が
避
け
ら
れ
な
い
中
で

の
財
政
運
営
は
。

【
答
】
地
方
消
費
税
交
付

金
の
社
会
保
障
財
源
分
の

減
、
普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
縮
減
額
の
増
に

よ
り
、
財
源
確
保
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

国
・
県
に
よ
る
社
会
保
障

関
係
費
に
係
る
特
定
財
源

に
つ
い
て
は
算
定
ル
ー
ル

ど
お
り
交
付
さ
れ
、
不
採

択
な
ど
に
よ
る
減
額
が
な

い
よ
う
要
望
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

財
政
計
画
に
お
い
て
も
精

緻
な
推
計
を
行
い
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
。

【
問
】
市
民
税
所
得
割
に

み
ら
れ
る
市
民
所
得
の
状

況
は
。

【
答
】
課
税
状
況
調
べ
時

点
の
数
値
で
、
28
年
度
課

税
の
市
民
税
所
得
割
は
、

27
年
度
比
4.3
％
の
増
。
経

常
的
な
所
得
指
標
と
な
る

総
合
課
税
の
所
得
合
計
額

は
2.2
％
の
順
調
な
伸
び
と

な
っ
て
い
る
。
所
得
全
体

の
８
割
を
占
め
る
給
与
所

得
は
2.1
％
の
伸
び
で
、
個

人
市
民
税
の
税
収
増
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。

討論

①政策ビジョン
　市長マニフェスト。４Ｓ（スマイル・セー
フティ・ソフト・シンプルの頭文字）のまち
づくりを掲げ、３３の施策でできている。
②経常収支比率
　税収、普通交付税などの収入に対し、人件
費や扶助費などの決まった支出が占める割
合。比率が高いほど、財政構造の硬直化が進
んでいることを表す。
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平成 28年度決算

28年度各会計決算の状況
会 計 名
一 般 会 計

合 　 　 計

特
別
会
計

企
業
会
計

収入済額 支出済額

※1万円未満は四捨五入してあり、合計額は一致しません。

653億6,106万円
8億5,865万円
4億4,748万円
53億9,987万円
1億892万円
1億1,615万円

201億5,547万円
21億5,477万円
130億2,702万円

3,234万円
106万円
325万円
470万円
1,041万円

36億3,223万円
4億1,470万円

147億1,464万円
8億5,767万円
1,273億38万円

623億198万円
3億3,577万円
2億3,256万円
50億4,097万円

9,358万円
9,836万円

192億408万円
21億4,348万円
122億5,080万円

3,094万円
38万円
200万円
267万円
606万円

30億8,088万円
17億5,475万円
146億9,120万円
24億4,313万円

1,237億1,359万円

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 　 護 　 保 　 険
土 　 地 　 取 　 得
一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

収 益 的
資 本 的
収 益 的
資 本 的

28
年
度
決
算
の
総
括
と

各
会
計
の
決
算
額

主主主主主主なななななな事事事事事事業業業業業業主な事業

ファシリティマネジメント推進事業
2,310万円

小坂井エリアの公共施設再編整備に関
する計画を策定など

桜ヶ丘ミュージアム展示事業
1,735万円

「シャガール展」を始め9本の企画展示
事業を実施

赤塚山公園改修事業
1億7,324万円

市民のスクエアの人工芝化

自主防災会活動費補助金
264万円

自主防災会の防災倉庫、資機材等の整
備、防災士の資格取得に補助

資源化施設整備事業
15億3,779万円

刈り草・剪定枝破砕堆肥化などを行う資
源化施設の整備工事

子育て世代包括支援センター事業
955万円

子育て支援センターと保健センターに相
談・助言等を行う専任の職員を配置

　

28
年
度
は
、１
市
４
町
の
合
併
後
、初
め
て
策
定
し
た「
第
６

次
総
合
計
画
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、「
市

民
と
の
対
話
」を
政
策
に
反
映
し
た「
４
S
の
ま
ち
づ
く
り
」を

着
実
に
推
進
し
た
。
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本会議の状況

○市税条例の一部
改正
　震災等により滅失等
した償却資産に代わる
償却資産、家庭的保育
事業等の用に供する家
屋等に対する固定資産
税の課税標準の特例、
住宅借入金等特別税額
控除の適用期間の延
長、軽自動車税の税率
を軽減する特例の延長
などを定めるもの

〇道路整備予算の確保及び道路
整備に係る補助率等の嵩上げ措
置の継続を求める意見書

〇精神障害者に対し交通運賃割
引制度の適用を求める意見書

○放課後児童健全育成事業費（6,389 万 3,000 円追加）
　中部第２・第３児童クラブ室の整備費用などを追加す
るもの

○負担金等（2,043 万 2,000 円追加）
　小規模保育事業所開設の補助などを追加するもの

○市観光協会補助金（475 万 2,000 円追加）
　愛知デスティネーションキャンペーンのプレイベン
ト、桜まつりライトアップ用機器の購入に係る補助金な
どを追加するもの

○要保護及び準要保護児童・生徒就学援助費
（1,781 万 2,000 円追加）
　就学援助費の支給単価の変更と新入学児童・生徒へ
学用品費準備金を３月に支給するための費用を追加す
るもの

請
願
第
８
号

「
テ
ロ
等
防
止
法
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

︻
請
願
者
︼

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
に
反
対
す
る

豊
川
住
民
の
会　

代
表
者　

伊
藤　

純

︻
請
願
の
要
旨
︼

　

施
行
さ
れ
た
﹁
テ
ロ
等
防
止
法
﹂
は
、

国
民
に
対
す
る
監
視
と
管
理
の
強
化
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
内
心
の
自
由
の
侵
害
が
危

ぶ
ま
れ
、
市
民
生
活
、
社
会
全
般
に
計
り

知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。﹁
テ
ロ
等

防
止
法
﹂
の
廃
止
を
求
め
ま
す
。

条例の一部改正

意見書の提出

一般会計補正予算

議

案

審

議

原案可決

原案可決

不採択

不採択

全て原案可決

請願第９号
児童館再編計画の見直しを求める請願

請願者
御津町内児童館３館の存続を
求める住民の会　中村光子・岩本昌子
（請願署名者数 515 名）

　

児
童
館
は
各
中
学
校
区
に
１
館
と
い
う

方
針
が
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
御
津
地
区
の
子
育
て
の

拠
点
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
請
願

に
反
対
す
る
。

子
育
て
支
援
拠
点
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
り
請
願
に
反
対

　

３
館
廃
止
後
に
整
備
予
定
の
御
津
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
新
児
童
館
で
は
、
自

宅
か
ら
遠
く
な
り
小
学
生
で
は
通
え
な
い

子
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
が

整
備
さ
れ
、
小
学
６
年
生
ま
で
通
え
る
見

通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
本
請
願
に
賛
成

す
る
。

通
え
な
い
子
も
出
て
く
る
た
め

請
願
に
賛
成

請
願
の
要
旨

　

子
ど
も
が
自
然
に
集
ま
り
遊
ぶ
場
所
が

少
な
い
こ
の
地
域
に
と
っ
て
児
童
館
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
御
津
町
内

児
童
館
３
館
を
１
館
に
統
合
す
る
計
画
を

見
直
し
、３
館
を
存
続
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

主な
討論
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本会議の状況

51　

52　

53　

54　

55　

56　

57　

58　

59　

60　

61　

62　

請願８

請願９

認定１

認定２

認定３

認定４

認定５

認定６

認定７

認定８

認定９

認定10

認定11

認定12

認定13

認定14

認定15

認定16

同意６

同意７

同意８

報告９

報告10

報告11

報告12

報告13

報告14

報告15

意見１　道路整備予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求め
　　　　る意見書の発議

意見２　精神障害者に対し交通運賃割引制度の適用を求める意見書の発議

29年度一般会計補正予算（第２号）

29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

29年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

29年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

29年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

市税条例の一部改正

市営住宅条例の一部改正

市道路線の廃止

市道路線の認定

28年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分

「テロ等防止法の廃止を求める意見書」の提出を求める請願

児童館再編計画の見直しを求める請願

28年度一般会計決算の認定

28年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計決算の認定

28年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計決算の認定

28年度公共下水道事業特別会計決算の認定

28年度農業集落排水事業特別会計決算の認定

28年度公共駐車場事業特別会計決算の認定

28年度国民健康保険特別会計決算の認定

28年度後期高齢者医療特別会計決算の認定

28年度介護保険特別会計決算の認定

28年度土地取得特別会計決算の認定

28年度一宮財産区管理事業特別会計決算の認定

28年度赤坂財産区管理事業特別会計決算の認定

28年度長沢財産区管理事業特別会計決算の認定

28年度萩財産区管理事業特別会計決算の認定

28年度水道事業決算の認定

28年度病院事業決算の認定

教育委員会の委員の任命同意

公平委員会の委員の選任同意

監査委員の選任同意

損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

28年度一般会計継続費の精算

豊川市土地開発公社の28年度事業報告

豊川市開発ビル株式会社の経営状況

株式会社本宮の経営状況

公益財団法人豊川市国際交流協会の経営状況

公益社団法人豊川文化協会の経営状況

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

同意

同意

同意

報告

報告

報告

報告

報告

報告

報告

可決

未来 公明 共産 無会派

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

○

清風

報告9～15については、報告のみで採決はありません。

未来―とよかわ未来（18）　清風―清風会（5）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）
無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数　　

■9月定例会 ○賛成・×反対

議決状況の一覧

○○ ○ × ○ 可決
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「市民病院の現状と課題」「病院事業管理者の現状認識と今後の展望」
「集中豪雨対策」
「八幡駅周辺地区のまちづくり」
「スポーツ振興」「国際交流の取り組み」
「学校教育施設等のファシリティマネジメント」「児童館のファシリティマ 
　ネジメント」
「赤塚山公園の今後の展望」
「平和公園（仮称）の管理、活用」「文化財施設全般の有効活用策」
「第２期教育振興基本計画」「地区市民館の適正配置」「期日前投票所
　の増設及び投票区・投票所の見直し」
「食品ロス削減に向けた取り組み」
「在宅高齢者に対する生活及び介護支援事業」
「空き家対策」「介護予防事業の中の運動器機能向上教室」
「児童虐待の現状と対策」
「本市消防団」
「小坂井東小学校区のまちづくり」
「結婚支援事業」
「旧町文化会館３館（音羽・ウィンディア、御津・ハートフル、小坂井・フロ
　イデン）の存続・充実を求め、計画の見直し」
「投票区・投票所の削減問題」「日立跡地を今年度中に約３６億円で取
　得契約を結び購入する市方針の問題」「第７期介護保険事業計画実施
　事業『自立支援』活動等の問題」
「認知症施策」

井川　郁恵
星川　博文
中村　直巳
早川　喬俊
堀内　重佳

柴田　輝明
神谷謙太郎
中村　浩之

中川　雅之
倉橋　英樹
大野　良彦
八木　月子
石原　政明
大場　昌克
小林　琢生
安間　寛子

佐藤　郁恵

浦野　隼次

一
般

質

問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

【
問
】
医
療
相
談
の
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
社
会
構
造
の
変
化

に
伴
う
、
独
居
や
老
々
介

護
な
ど
問
題
を
複
数
抱
え

る
困
難
事
例
の
増
加
、
救

命
率
の
向
上
に
伴
う
障
害

の
残
っ
た
患
者
な
ど
の
増

加
が
課
題
。
医
療
相
談
員

や
退
院
調
整
看
護
師
が
困

難
事
例
を
早
期
発
見
、
早

期
介
入
で
き
る
よ
う
機
能

強
化
に
努
め
る
。

【
問
】
地
域
医
療
連
携
強

化
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
地
域
連
携
登
録
医

制
度
の
運
用
に
向
け
準
備

を
進
め
て
お
り
、
紹
介
患

者
の
優
先
予
約
、
診
療
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

施
設
の
共
同
利
用
な
ど
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

【
問
】
今
後
の
市
民
病
院

の
展
望
と
取
り
組
み
は
。

【
答
】
主
に
高
度
急
性
期
、

急
性
期
を
担
い
、
一
部
回

復
期
機
能
を
備
え
る
病
院

と
し
て
体
制
整
備
を
進
め

る
。
最
新
の
手
術
機
器
や

放
射
線
治
療
機
器
の
導
入
、

人
材
育
成
、
資
格
取
得
の

支
援
な
ど
に
よ
り
、
よ
り

よ
い
医
療
を
提
供
す
る
。

井
　
川
　
郁
　
恵

医
療
相
談
の
課
題
と

　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針
などを質問することです。質問時間は30分（答弁の時間は除く）で、一括方式(質問回数3回)ま
たは、一問一答方式(質問回数無制限)で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開す
るインターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

一般質問とは

③高度急性期（機能）
　急性期の患者に対し、状態の
早期安定化に向けて、診療密度
が特に高い医療を提供する機能。
④急性期
　症状・兆候の発現が急激で、
生命の危機状態にあり全身管
理を必要とする状態。

一般質問

③

④

※インターネット中継のご案内は13ページへ
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【
問
】
建
設
が
想
定
さ
れ

る
文
化
施
設
な
ど
に
、
八

幡
駅
か
ら
直
接
接
続
す
る

ア
ク
セ
ス
整
備
の
検
討
は
。

【
答
】
駅
の
構
造
上
、
直

結
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
等
の
整
備
は
難
し

い
。
利
用
者
の
利
便
性
、

安
全
性
を
考
慮
し
た
動
線

確
保
の
た
め
、
今
後
、
関

係
部
局
や
関
係
機
関
、
開

発
事
業
者
と
調
整
す
る
。

【
問
】
新
し
い
文
化
施
設

に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
考
え
は
。

【
答
】
施
設
全
体
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

有
力
な
方
法
で
あ
る
。

【
問
】
日
立
跡
地
に
計
画

中
の
文
化
施
設
に
医
療
拠

点
施
設
を
併
設
す
る
考
え

は
。

【
答
】
立
体
駐
車
場
の
建

設
に
向
け
、
県
と
協
議
中

で
、
そ
れ
に
よ
り
出
た
余

剰
地
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
上
で
も
重

要
で
あ
り
、
本
市
の
発
展

に
寄
与
す
る
形
で
活
用
す

る
。
日
立
跡
地
の
譲
渡
は

本
市
が
発
展
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
幹
線
的
な
役
割
の

二
級
河
川
の
整
備
率
は
。

【
答
】
市
内
全
体
で
約
20

％
で
あ
る
。

【
問
】
集
中
豪
雨
時
、
通

報
者
か
ら
被
害
発
生
状
況

を
簡
易
に
聞
き
取
れ
る
シ

ー
ト
を
作
成
す
る
考
え
は
。

【
答
】
現
在
の
シ
ー
ト
は
、

被
害
や
応
急
対
策
の
状
況

を
文
章
で
記
載
し
て
い
る
。

災
害
時
に
は
通
報
が
多
く

な
る
た
め
、
項
目
ご
と
の

聞
き
取
り
な
ど
簡
単
に
記

録
が
で
き
る
よ
う
様
式
の

再
検
討
を
行
い
た
い
。

【
問
】
浸
水
被
害
な
ど
の

発
生
状
況
を
河
川
や
道
路

の
改
修
に
生
か
す
考
え
は
。

【
答
】
浸
水
被
害
に
は
河

川
整
備
が
最
も
有
効
だ
が
、

莫
大
な
費
用
が
必
要
で
進

ま
な
い
。
公
共
用
地
へ
の

浸
透
施
設
の
設
置
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る

周
知
徹
底
や
避
難
訓
練
等

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
洪
水
発
生
時
に
と

る
べ
き
行
動
の
啓
発
は
。

【
答
】
地
域
の
防
災
訓
練

や
講
話
、
中
学
１
年
生
を

対
象
と
し
た
防
災
教
育
の

場
で
啓
発
し
て
い
く
。

【
問
】
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

お
け
る
考
え
方
は
。

【
答
】
サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

ン
プ
誘
致
の
意
向
を
表
明

し
た
が
施
設
基
準
を
満
た

し
て
お
ら
ず
、
大
会
組
織

委
員
会
の
ガ
イ
ド
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
。
施
設

水
準
に
関
係
な
く
、
関
心

を
持
っ
た
相
手
先
か
ら
の

連
絡
を
待
つ
考
え
で
あ
る
。

【
問
】
公
園
等
に
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
考
え
は
。

【
答
】
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内

で
の
整
備
予
定
は
な
く
、

競
技
人
口
な
ど
を
把
握
し
、

整
備
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
慎
重
に
判
断
す
る
。

【
問
】
今
後
の
国
際
交
流

事
業
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ

市
、
無
錫
市
新
呉
区
と
の

姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
交

流
を
進
め
、
絆
を
よ
り
強

固
に
し
市
民
レ
ベ
ル
の
交

流
へ
広
が
る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
国
際
交
流
協
会
と

協
働
し
、
多
様
な
国
の
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
交

流
事
業
を
行
い
、
多
文
化

共
生
社
会
の
推
進
を
図
る
。

中
　
村
　
直
　
巳

八
幡
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
は

星
　
川
　
博
　
文

集
中
豪
雨
対
策
の
現
況
に
つ
い
て

早
　
川
　
喬
　
俊

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ

誘
致
に
お
け
る
考
え
方
は

中学１年生を対象とした防災教育

友好都市交流として行っている
無錫市新呉区の子供の作品展

一般質問

⑤

⑥

⑤ペデストリアンデッキ
　高架になっている歩行者用の通
路。主に駅の周辺に、歩行者と自動
車の通行を分離するために設置され
る。
⑥フリースペース
　目的にとらわれない空間。読書や
勉強、語らいなどができる場所。
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一般質問

【
問
】
市
プ
ー
ル
廃
止
に

伴
い
赤
塚
山
公
園
の
水
の

広
場
を
改
修
す
る
考
え
は
。

【
答
】
衛
生
基
準
に
よ
り

遊
泳
用
の
プ
ー
ル
と
し
て

の
使
用
は
で
き
な
い
が
、

水
遊
び
場
と
し
て
の
水
質

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
水

遊
び
を
前
提
と
し
た
施
設

と
し
て
、
今
後
、
改
修
を

検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
開
園
30
周
年
に
向

け
た
市
の
考
え
方
は
。

【
答
】
都
市
公
園
法
が
改

正
さ
れ
、
公
園
の
整
備
や

維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を

民
間
の
資
金
や
経
営
能
力

を
活
用
し
て
行
う
制
度
が

創
設
さ
れ
た
た
め
、
研
究
、

検
討
を
始
め
た
い
。

【
問
】
具
体
的
な
進
め
方

は
。

【
答
】
赤
塚
山
公
園
を
起

点
と
し
た
地
域
創
生
も
視

野
に
、
今
年
度
中
に
各
課

へ
意
見
の
収
集
の
た
め
の

調
査
を
行
う
。
来
年
度
以

降
、
利
用
者
や
市
民
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
開
園
か
ら
24
年
経
過

し
た
現
在
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
基
本
計
画
の
見
直

し
作
業
に
着
手
し
た
い
。

【
問
】
き
ら
ら
の
里
は
今

後
も
維
持
管
理
に
多
く
の

費
用
が
か
か
る
が
、
考
え

方
は
。

【
答
】
子
ど
も
た
ち
の
心

を
大
き
く
育
て
る
環
境
と

設
楽
町
と
の
交
流
面
で
意

義
深
く
、
今
後
も
継
続
的

に
維
持
し
て
い
く
。

【
問
】
市
プ
ー
ル
の
用
途

廃
止
の
検
討
状
況
は
。

【
答
】
今
年
度
内
に
一
定

の
方
針
を
固
め
て
い
く
。

【
問
】
用
途
廃
止
に
対
す

る
代
替
措
置
の
考
え
方
は
。

【
答
】
小
中
学
生
の
利
用

状
況
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
他
自
治
体
の
状
況
を

参
考
に
し
、
関
係
機
関
、

団
体
と
調
整
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
御
津
地
区
の
児
童

館
再
編
の
進
め
方
は
。

【
答
】
連
区
、
町
内
会
や

児
童
館
運
営
委
員
会
と
相

談
の
上
、
改
め
て
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
利
用
者
の

理
解
を
得
る
よ
う
進
め
る
。

そ
の
た
め
、
再
編
目
標
を

当
初
最
短
で
31
年
度
と
し

て
い
た
が
、
後
年
度
に
ず

れ
こ
む
見
込
み
で
あ
る
。

【
問
】
平
和
公
園(

仮
称)

の
開
園
予
定
時
期
は
。

【
答
】
今
年
度
末
に
公
園

工
事
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は

完
了
予
定
。
そ
の
後
、
語

り
継
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
準
備
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
を
進
め
、
６
月
ご
ろ
の

開
園
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】
語
り
継
ぎ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
配
置
方
法
は
。

【
答
】
交
代
で
交
流
施
設

に
常
駐
し
、
来
園
者
へ
の

施
設
の
説
明
や
残
存
遺
構

の
案
内
、
平
和
学
習
の
際

の
児
童
生
徒
へ
の
説
明
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
。

【
問
】
文
化
財
資
料
全
体

の
管
理
・
活
用
の
課
題
は
。

【
答
】
民
俗
資
料
、
発
掘

出
土
品
が
分
散
保
管
さ
れ

て
い
る
た
め
、
将
来
的
に

は
一
括
保
管
で
き
る
環
境

を
整
え
、
効
率
的
な
資
料

の
整
理
、
保
存
、
活
用
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、

仮
設
の
発
掘
調
査
事
務
所

の
機
能
を
移
設
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
民
俗
資
料

館
を
文
化
財
全
般
の
整
理

作
業
が
で
き
る
文
化
財
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

柴
　
田
　
輝
　
明

赤
塚
山
公
園
の
水
の
広
場
を

改
修
す
る
考
え
は

堀
　
内
　
重
　
佳

き
ら
ら
の
里
を
維
持
し
続
け
る

こ
と
の
意
義
は

神
　
谷
　
謙
太
郎

平
和
公
園
（
仮
称
）
の

　
　
　
開
園
予
定
時
期
は

設楽町にある野外センターきららの里

夏場の赤塚山公園の水の広場

平和公園（仮称）交流施設のイメージ
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【
問
】
家
庭
で
出
る
食
品

ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
現
在
作
成
中
の
家

庭
ご
み
減
量
・
分
別
の
手

引
き
改
訂
版
に
食
品
ロ
ス

に
つ
い
て
記
載
し
、
市
民

意
識
の
啓
発
を
図
る
。

【
問
】
更
新
し
た
災
害
用

備
蓄
食
糧
を
フ
ー
ド
バ
ン

ク
へ
提
供
す
る
考
え
は
。

【
答
】
自
主
防
災
会
な
ど

の
防
災
訓
練
に
お
い
て
希

望
す
る
団
体
に
提
供
し
て

お
り
、
現
状
で
は
更
新
数

よ
り
要
望
数
が
上
回
っ
て

い
る
た
め
提
供
は
難
し
い
。

【
問
】
食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
た
国
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
食
品
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
新
た
な
基
本

方
針
を
策
定
し
、
食
品
ロ

ス
の
発
生
状
況
の
把
握
や

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
食
品
ロ
ス
削
減
国
民
運

動
の
展
開
を
掲
げ
て
い
る
。

【
問
】
食
品
ロ
ス
削
減
に

向
け
た
啓
発
は
。

【
答
】
消
費
者
、
事
業
者

双
方
の
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
重
要
。
国
、
県

の
取
り
組
み
を
注
視
し
、

市
民
の
意
識
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
に
啓
発
し
た
い
。

【
問
】
第
２
期
教
育
振
興

基
本
計
画
の
新
た
な
施
策

で
学
習
指
導
要
領
の
次
期

改
訂
を
踏
ま
え
た
内
容
は
。

【
答
】
小
学
校
５
、
６
年

生
で
の
英
語
の
教
科
化
な

ど
を
踏
ま
え
、
小
中
学
校

へ
の
英
語
指
導
助
手
の
配

置
や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
な

ど
、
英
語
教
育
の
推
進
を

新
た
な
施
策
と
し
た
。

【
問
】
三
上
、
麻
生
田
、

睦
美
地
区
市
民
館
を
統
合

・
再
編
し
た
場
合
、
現
在

の
施
設
は
ど
う
な
る
か
。

【
答
】
地
元
が
地
区
集
会

施
設
と
し
て
管
理
・
利
用

を
希
望
す
る
場
合
は
無
償

貸
与
す
る
が
、
３
館
と
も

保
育
園
に
隣
接
し
て
い
る

の
で
、
ま
ず
は
保
育
園
の

整
備
方
針
と
調
整
し
た
い
。

【
問
】
旧
４
町
へ
の
期
日

前
投
票
所
の
増
設
を
今
ま

で
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
人
員
配
置
や
経
費

面
の
課
題
が
あ
り
、
１
カ

所
と
し
て
い
た
が
、
投
票

率
の
低
下
、
期
日
前
投
票

の
割
合
の
増
加
、
公
職
選

挙
法
の
改
正
等
を
踏
ま
え
、

見
直
し
た
。

【
問
】
高
齢
者
交
通
料
金

助
成
事
業
の
交
付
実
績
と

支
給
率
は
。

【
答
】
28
年
度
は
627
人
に

交
付
し
た
。
70
歳
以
上
の

市
民
税
非
課
税
の
方
は
市

全
体
で
約
２
万
人
い
る
た

め
、
支
給
率
は
約
３
％
で

あ
る
。

【
問
】
高
齢
者
の
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
制
度
の
創
設

と
バ
ス
の
回
数
券
と
の
選

択
制
を
導
入
す
る
考
え
は
。

【
答
】
バ
ス
の
回
数
券
交

付
事
業
を
今
後
も
継
続
し
、

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
訪
問
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
券
と
介
護
用
品
引
換

券
を
共
通
券
に
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
考
え
は
。

【
答
】
対
象
者
、
事
業
の

目
的
が
異
な
る
こ
と
か
ら

チ
ケ
ッ
ト
を
共
有
化
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
家
族
介
護
支
援
介

護
用
品
給
付
事
業
は
来
年

度
か
ら
東
三
河
広
域
連
合

で
統
一
し
た
基
準
で
実
施

す
る
た
め
困
難
で
あ
る
。

今
後
、
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
に
合
わ
せ
、
議
論

し
て
い
き
た
い
。

中
　
川
　
雅
　
之

家
庭
で
出
る
食
品
ロ
ス

　
　
　
削
減
の
取
り
組
み
は

中
　
村
　
浩
　
之

期
日
前
投
票
所
の

　
　
　
増
設
の
考
え
方
は

倉
　
橋
　
英
　
樹

高
齢
者
交
通
料
金
助
成
事
業
の

交
付
実
績
と
支
給
率
は

一般質問

⑦フードバンク
　食品企業の製造
工程で発生する規
格外品などを引き
取り、福祉施設等
へ無料で提供する
団体・活動のこと。

高齢者交通料金助成事業
で交付しているコミュニ
ティバスの回数券

⑦
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一般質問

【
問
】
児
童
虐
待
の
通
告

・
相
談
件
数
及
び
、
新
た

に
虐
待
と
認
め
た
件
数
は
。

【
答
】
28
年
度
は
通
告
・

相
談
が
94
件
。
新
た
に
虐

待
と
認
め
た
件
数
は
36
件
。

【
問
】
児
童
虐
待
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

【
答
】
身
体
的
虐
待
、
ネ

グ
レ
ク
ト
の
場
合
で
緊
急

性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
児

童
相
談
所
に
一
時
保
護
を

依
頼
す
る
。
性
的
虐
待
の

場
合
は
児
童
相
談
所
、
警

察
に
通
告
す
る
。
心
理
的

虐
待
の
場
合
は
警
察
、
児

童
相
談
所
が
直
接
父
母
に

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
虐
待
予
防
策
は
。

【
答
】
特
定
妊
婦
へ
の
訪

問
・
面
接
の
回
数
を
大
幅

に
増
や
し
、
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
育
児
不
安
、

精
神
的
・
経
済
的
に
不
安

定
な
家
庭
や
養
育
力
が
低

く
指
導
が
必
要
な
家
庭
に

家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
未
受

診
者
や
予
防
接
種
を
正
当

な
理
由
が
な
く
接
種
し
て

い
な
い
場
合
は
家
庭
訪
問

を
し
、
虐
待
の
予
防
や
早

期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
る
。

【
問
】
本
市
の
消
防
団
の

沿
革
は
。

【
答
】
昭
和
23
年
に
４
団

20
分
団
で
発
足
し
、
現
在

で
は
１
団
８
方
面
隊
26
分

団
７
部
、
団
員
定
員
726
人

の
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
消
防
団
と
町
内
と

の
関
わ
り
は
。

【
答
】
地
域
に
密
着
し
、

顔
の
見
え
る
関
係
が
構
築

さ
れ
て
お
り
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
や
防
災
訓
練

の
指
導
を
通
じ
て
地
域
の

防
災
力
の
充
実
強
化
に
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。

【
問
】
消
防
団
の
必
要
性

は
。

【
答
】
大
規
模
な
災
害
に

は
常
備
消
防
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
た
め
、
地
元

事
情
に
精
通
し
、
災
害
に

対
す
る
訓
練
と
現
場
活
動

で
培
っ
た
経
験
を
兼
ね
備

え
て
い
る
消
防
団
の
必
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

【
問
】
本
市
独
自
の
消
防

団
員
確
保
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
報
酬
の
引
き
上
げ

な
ど
処
遇
改
善
を
行
っ
た
。

ま
た
、
訓
練
・
行
事
の
見

直
し
を
検
討
し
、
団
員
の

負
担
軽
減
を
図
る
。

【
問
】
こ
れ
ま
で
の
本
市

の
空
き
家
対
策
の
経
過
は
。

【
答
】
本
年
度
中
の
空
家

対
策
計
画
策
定
に
向
け
協

議
会
を
設
置
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を

締
結
し
所
有
者
に
よ
る
適

正
管
理
に
道
筋
を
つ
け
た
。

【
問
】
今
後
の
方
向
は
。

【
答
】
空
き
家
の
発
生
予

防
、
使
え
る
物
の
利
活
用
、

不
良
な
物
の
除
去
の
３
方

針
に
従
い
、
空
き
家
バ
ン

ク
、
解
体
補
助
制
度
の
構

築
を
検
討
し
、
空
き
家
流

通
促
進
の
た
め
の
国
の
税

制
改
正
に
も
注
視
す
る
。

【
問
】
本
年
度
の
介
護
予

防
の
運
動
器
機
能
向
上
教

室
マ
シ
ン
無
し
の
開
催
は
。

【
答
】
前
後
期
計
12
教
室
、

各
18
回
で
実
施
中
。

【
問
】
来
年
度
の
予
定
は
。

【
答
】
市
内
４
圏
域
で
各

４
教
室
、
計
16
教
室
を
１

教
室
12
回
で
開
催
予
定
。

教
室
数
増
に
対
応
し
て
多

く
の
事
業
者
が
参
画
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

【
問
】
効
果
の
検
証
は
。

【
答
】
初
回
要
支
援
認
定

年
齢
な
ど
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
調
査
し
て
い
く
。

八
　
木
　
月
　
子

児
童
虐
待
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

石
　
原
　
政
　
明

本
市
の
消
防
団
の
沿
革
は

大
　
野
　
良
　
彦

空
き
家
対
策
と

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

⑧特定妊婦
　10 代での妊娠や
精神疾患を抱えた
妊婦、生活困窮な
ど生活に不安があ
り、妊娠中から支
援が必要な妊婦の
こと。

消防団の技術を競う操法大会

⑧
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【
問
】
結
婚
支
援
事
業
を

行
う
目
的
は
。

【
答
】
20
代
か
ら
30
代
の

男
女
に
内
閣
府
が
行
っ
た

調
査
の
結
果
、
未
婚
の
方

の
７
割
以
上
が
結
婚
を
希

望
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
結
婚
を
望
む
方
を
後

押
し
し
、
少
子
化
対
策
、

若
い
世
代
の
定
住
促
進
を

図
る
こ
と
。

【
問
】
事
業
の
概
要
は
。

【
答
】
民
間
の
専
門
家
に

よ
る
結
婚
相
談
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る

た
め
の
結
婚
支
援
セ
ミ
ナ

ー
事
業
、
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る
結
婚
支
援
イ
ベ

ン
ト
事
業
の
３
つ
を
連
携

し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、

民
間
の
結
婚
支
援
イ
ベ
ン

ト
開
催
へ
補
助
を
行
う
。

【
問
】
来
年
度
以
降
の
展

望
は
。

【
答
】
相
談
事
業
は
定
員

が
埋
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
枠
を
増
や
す
こ
と
を

検
討
す
る
。
支
援
セ
ミ
ナ

ー
事
業
と
支
援
イ
ベ
ン
ト

事
業
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
改
善
を
行
い
、
来
年
度

以
降
も
続
け
た
い
。

【
問
】
小
坂
井
東
小
学
校

区
内
の
良
好
な
ま
ち
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
区

域
に
対
す
る
考
え
方
は
。

【
答
】
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
地
域
拠
点
と
位
置
づ

け
て
お
り
、
組
合
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
整
備

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
整
備
の
考
え
方
は
。

【
答
】
現
在
、
小
坂
井
地

区
は
支
所
機
能
、
図
書
館

機
能
等
を
有
す
る
複
合
施

設
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
し
て
必
要
な
機
能
は

本
施
設
の
中
に
整
備
す
る
。

【
問
】
伊
奈
美
和
通
線
整

備
の
今
後
の
見
通
し
は
。

【
答
】
国
道
１
号
や
篠
束

野
口
線
と
接
続
す
る
交
差

点
部
分
の
用
地
の
確
保
が

で
き
て
お
ら
ず
、
早
期
の

整
備
は
難
し
い
。

【
問
】
小
坂
井
バ
イ
パ
ス

と
石
巻
赤
根
線
を
結
ぶ
ラ

ン
プ
ウ
ェ
イ
設
置
は
。

【
答
】
県
よ
り
現
在
の
構

造
基
準
等
で
調
査
検
討
し

な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
の

回
答
を
得
て
い
る
。

【
問
】
旧
３
町
の
文
化
会

館
廃
止
に
よ
る
市
民
生
活

へ
の
影
響
は
。

【
答
】
旧
町
３
館
の
リ
ハ

ー
サ
ル
室
な
ど
で
の
活
動

は
新
文
化
会
館
に
多
様
な

分
野
の
練
習
に
適
し
た
設

備
を
入
れ
て
対
応
し
た
い
。

ホ
ー
ル
利
用
は
大
、
中
の

２
つ
の
ホ
ー
ル
が
同
時
に

利
用
で
き
れ
ば
一
定
程
度

対
応
可
能
。
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
は
ホ
ー
ル
以

外
の
会
場
を
使
う
こ
と
で

従
前
の
形
態
を
保
持
す
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。

【
問
】
市
民
に
問
う
こ
と

な
く
旧
３
町
の
文
化
会
館

廃
止
を
実
行
す
る
の
か
。

【
答
】
施
設
計
画
を
作
る

際
に
広
く
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
手
法
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
３
館
廃
止
は
文
化

・
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
に
反

す
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
旧
町
の
文
化
会
館

の
存
続
は
経
費
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
る
。
場
所
は

変
わ
る
が
、
培
っ
て
き
た

文
化
を
持
ち
寄
っ
て
、
よ

り
発
展
す
る
こ
と
の
方
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

小
　
林
　
琢
　
生

結
婚
支
援
事
業
の
目
的
は

大
　
場
　
昌
　
克

小
坂
井
東
小
学
校
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
は

安
　
間
　
寛
　
子

旧
３
町
の
文
化
会
館
廃
止
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
は

一般質問

⑨

ランプウェイ

⑨文化・芸術創造プラン
　豊かな文化環境のまちへの指
針として24年に策定した本市
の計画で、「ハートをつなぎ　
アートで育む未来、とよかわ」
を基本理念とし、「そだてる、さ
さえる、つなぐ、つくりだす、
すすめる」の５つの基本方針ご
とに取り組みを定めている。
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一般質問

【
問
】
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
た
本
市
の
取

り
組
み
は
。

【
答
】
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
、
認
知
症
施

策
の
新
規
事
業
と
し
て
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

配
置
等
を
、
継
続
事
業
と

し
て
徘
徊
高
齢
者
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
位

置
付
け
た
。
ま
た
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
新
た
に
位
置
付
け
、

多
職
種
に
よ
る
連
携
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
本
市
の
認
知
症
高

齢
者
数
の
現
状
は
。

【
答
】
26
年
４
月
の
認
知

症
高
齢
者
数
は
４
千
200
名
、

高
齢
者
数
に
対
す
る
割
合

は
9.7
％
で
あ
っ
た
が
、
28

年
４
月
に
は
４
千
810
名
、

10
・
４
％
と
な
り
、
東
三

河
５
市
の
中
で
最
も
高
い
。

【
問
】
新
た
に
取
り
組
む

認
知
症
施
策
は
。

【
答
】
30
年
度
に
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
専
門
医
の
指
導

の
下
、
看
護
、
介
護
の
専

門
職
員
が
本
人
と
家
族
を

訪
問
し
、
初
期
の
支
援
を

集
中
的
に
行
う
。

【
問
】
投
票
所
削
減
対
象

地
域
で
の
住
民
説
明
会
の

実
施
状
況
と
出
さ
れ
た
意

見
の
内
容
は
。

【
答
】
連
区
長
、
各
町
内

会
に
説
明
の
上
、
住
民
説

明
会
を
７
回
開
催
し
た
。

投
票
所
数
の
減
少
に
よ
る

投
票
率
へ
の
影
響
、
投
票

所
が
遠
方
に
な
る
高
齢
者

等
の
投
票
機
会
の
確
保
な

ど
に
関
す
る
意
見
が
出
た
。

【
問
】
地
元
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
出
さ

れ
た
意
見
・
要
望
に
沿
っ

て
、
さ
ら
な
る
見
直
し
を

行
う
考
え
は
。

【
答
】
提
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
て
選
挙
管
理
委

員
会
で
最
終
決
定
さ
れ
る
。

【
問
】
新
文
化
会
館
建
設
、

日
立
跡
地
の
購
入
は
市
民

的
合
意
を
得
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
延
期
ま
た
は
見

送
る
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
、
土

地
開
発
公
社
が
日
立
跡
地

を
取
得
す
る
予
定
に
変
更

は
な
い
。
八
幡
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
に
関

す
る
市
民
及
び
地
域
住
民

へ
の
説
明
会
を
実
施
し
た

上
で
手
続
き
を
進
め
る
。

浦
　
野
　
隼
　
次

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た

本
市
の
取
り
組
み
は

佐
　
藤
　
郁
　
恵

投
票
所
削
減
対
象
地
域
で
の
住
民
説
明
会
で

出
さ
れ
た
意
見
の
内
容
は

⑩

⑪

まちづくりが検討されている日立跡地

⑩新オレンジプラン
　認知症の人の意思が尊重され、住み
慣れた地域のよい環境で自分らしく暮ら
し続けることができる社会の実現を目
指して策定された国の計画。
⑪地域包括ケアシステム
　要介護状態となっても住み慣れた地
域で自分らしい暮らしを続けられるよ
う、住まい・医療・介護・予防・生活
支援が一体的に提供される仕組み。

インターネットで議会中継をご覧いただけます
「議会中継」がご覧になれます。

豊川市議会 議会中継 検 索

ここをクリック
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委員会などの開催状況
　自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
よ

り
期
待
す
る
効
果
は
。

【
答
】
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の

た
め
の
義
務
の
内
容
が
明
確
に
な

り
、
市
民
の
注
意
喚
起
を
促
す
と

と
も
に
、
各
事
業
者
が
協
力
し
や

す
い
環
境
が
整
う
。

【
問
】
条
例
を
制
定
し
て
い
る
自

治
体
数
は
。

【
答
】
全
国
で
は
50
以
上
の
自
治

体
が
制
定
、
県
内
で
は
知
多
市
と

名
古
屋
市
が
制
定
し
て
い
る
。

市
民
文
教
委
員
会
　
９
月
７
日

　自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
に

　関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

自転車安全利用のための条例を制定

陳　情

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配布し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断し
　　た場合は、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

陳情第3号 私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正するために市町村独自の授業
料助成の拡充を求める陳情
結　果 陳情第３号は、市民文教委員会において、趣旨採択と決定。

陳情者代表　峰野　成彦

陳情第4号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情
陳情者代表　峰野　成彦

結　果 陳情第４号及び第５号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

陳情第5号 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情
陳情者代表　峰野　成彦

その他に開催された委員会

市議会防災訓練

７月26日　 福祉環境委員会
　　　　　　　国民健康保険料
９月  7日　　総務委員会　
　　　　　　　防災センター基本設計業務の進捗に伴う建設計画の変更点
９月  7日　　市民文教委員会
　　　　　　　地域公共交通会議の検討状況

　市議会では、9月5日に市議会議員、議会事務局職員を対象に避難
訓練を実施しました。
　本会議中に震度５弱の地震が発生し、本庁舎１階の食堂から出火し
たという想定で、緊急地震速報受信時の対応行動メモに基づき、本庁舎
３階の議場から屋外へ避難し、避難状況を確認、議会支援本部長であ
る議長へ報告するまでの訓練を行いました。

地震発生の想定で姿勢を低くする市議会議員
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常任委員会の行政視察報告

総
務
委
員
会 野田市役所会議室にて

７月19日
７月20日

　野田市では、21年に全国の自治体に先駆けて公契約条例を
制定し、公契約に係る業務の質の確保及び公契約の社会的な
価値の向上を図っています。条例の具体的な内容、条例制定後
の業務量の変化、今後の課題などは、今後本市で条例制定を進
めていくにあたり、大変参考になりました。

福
祉
環
境
委
員
会

春日市役所会議室にて

８月１日
８月２日

８月３日

　春日市では、ごみ収集を夜間に、戸別収集により行うことで、
住民のごみ出し時の負担を軽減し、分別意識の向上、ごみ収集
車による交通渋滞の解消、カラスによるごみ荒らし対策、夜間の
防犯対策などの効果を上げています。本市の今後のごみ収集を
考える上で、その取り組みは大変参考になりました。

市
民
文
教
委
員
会

下関市役所会議室にて

７月19日
７月20日
７月21日

　下関市では、子供や学校を巡る環境が、時代とともに変化す
る中で、学校教育を家庭や地域との関わりを再生し、みんなで
対応できる協働の態勢をつくり、地域の力を学校に、学校の力
を地域へつなげる「コミュニティ・スクール」を立ち上げて、地域
とともにある学校づくりを行っています。本市の今後の学校教育
を考える上で、協働で行う学校づくりは大変参考になりました。

産
業
建
設
委
員
会

久留米市役所会議室にて

８月１日
８月２日
８月３日

　久留米市では、新規農業者の育成の取り組みとして、28年度
より市内で就農を目指す実践研修修了生を対象に生産資材（肥
料等）や機械購入費の４分３を支援する就農支援金制度を実
施しています。また、特産物の販路拡大のためにアンテナショッ
プの活用や、農産物のブランド化による販売力強化事業を展開
しています。これらの取り組みは大変参考になりました。

宮城県石巻市
千葉県野田市

兵庫県神戸市
大分県由布市

福岡県春日市

愛知県犬山市
福岡県八女市
山口県下関市

岡山県岡山市
福岡県久留米市
広島県広島市

防災・減災対策
公契約条例

子どもの居場所づくり事業
自然環境と再生可能エネルギー発電
設備設置事業との調和に関する条例
ごみの戸別収集及び夜間収集

歴史資産を活かしたまちづくり
八女市民会館（おりなす八女）
コミュニティ・スクール推進事業

イオンモールの出店
農業の担い手育成の取り組み
復興まちづくりビジョン
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編
集
後
記

広 告

　

今
定
例
会
は
、
平
成
28
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
豊
川
市
第
６
次

総
合
計
画
の
最
初
の
決
算
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
皆
様
の
税
金
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、

無
駄
が
な
か
っ
た
か
、
審
査
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
議
会
内
容
が
皆
様
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

  

編
集
委
員　

大
場
昌
克

１２月　１日（金）

１２月　６日（水）

１２月　７日（木）

１２月　８日（金）

１２月１２日（火）

１２月１４日（木）

１２月１５日（金）

１２月１９日（火）

開会・議 案説明

一 般 質 問

一 般 質 問

一 般 質 問

議案付託・一部採決

常任委員会（議案審査）

常任委員会（議案審査）

討論・採決・閉会

１３時３０分

１０時

１０時

１０時

１３時３０分

１０時

１０時

１３時３０分

◆会期日程予定

次回の市議会
（平成29年第4回定例会）

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

　議会だよりの表紙に皆様の写真を掲載し
てみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベント
など、市内で撮影された写真（未発表のも
のに限ります）を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所
有者の承諾が得られているものに限りま
す。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以
外の箇所に掲載させていただくことがあり
ます。
【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏
名、電話番号を明記の上、議会事務局まで
お送りください。

議会だよりの
表紙写真募集
議会だよりの
表紙写真募集

e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

　市議会本会議や委員会は、一般の方でも傍聴
することができます。会議の開催日を事前にご
確認のうえ、市役所本庁舎３階にある本会議場
または委員会室へ、ぜひお越しください。

市議会は傍聴できます！

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます。　

豊川市議会 検索




